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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ信号の画像フレーム内のモスキートノイズを低減する方法であって、
　前記画像フレームのウィンドウを調査するステップであって、前記ウィンドウは複数の
ピクセル値を含むステップと、
　ピクセル値差の修正ウィンドウを定義するために、前記ピクセル値のうちの選択された
１つを、前記ウィンドウ内の前記ピクセル値から減算するステップと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の局所平均値ＥDCを計算
するステップと、
　低減値Ｅcbを生成するために、前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセ
ル値差にハイパスフィルタを適用するステップと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の分散の関数として加重
係数αを計算するステップと、
　モスキートノイズ低減値ｕを定義するために、下記の関係に従って、前記加重係数αと
の乗算後の前記低減値Ｅcbおよび前記局所平均値ＥDCの加重和を計算するステップと、
　　　ｕ＝αＥcb＋（１－α）ＥDC

　前記モスキートノイズ低減値ｕと前記局所平均値ＥDCとの差の非線形関数Ψ（ｕ）を生
成するステップと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差のダイナミックレンジ測
度の関数としてアーチファクト減衰係数λを計算するステップと、
　前記非線形関数Ψ（ｕ）に前記局所平均値ＥDCを加算するステップと、
　前記アーチファクト減衰係数λに前記局所平均値ＥDCおよび前記非線形関数Ψ（ｕ）の
和を乗算するステップと、
　前記選択されたピクセル値を前記アーチファクト減衰係数λと前記局所平均値ＥDCおよ
び前記非線形関数Ψ（ｕ）の和との積に加算するステップと、を備える方法。
【請求項２】
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　請求項１記載の方法であって、更に、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウ内の前記ピクセル値差を閾値により制限するステッ
プを備える、方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法であって、
　前記局所平均値ＥDCを計算するステップは、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差に２Ｄローパスフィルタ
を適用するステップを含む、方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、
　前記選択されたピクセル値は、前記ウィンドウの中心ピクセルである、方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法であって、
　前記ウィンドウは、ピクセルのｎ×ｎウィンドウである、方法。
【請求項６】
　請求項５記載の方法であって、
　ｎは、小さな奇数である、方法。
【請求項７】
　請求項６記載の方法であって、
　ｎ＝３である、方法。
【請求項８】
　ビデオ信号の画像フレーム内のモスキートノイズを低減する装置であって、
　前記画像フレームのウィンドウを調査するウィンドウ化モジュールであって、前記ウィ
ンドウは複数のピクセル値を含むウィンドウ化モジュールと、
　ピクセル値差の修正ウィンドウを定義するために、前記ピクセル値のうちの選択された
１つを、前記ウィンドウ内の前記ピクセル値から減算する減算モジュールと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の局所平均値ＥDCを計算
する局所平均決定モジュールと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差のモスキートノイズ低減
値ｕを生成するモスキートノイズ低減モジュールであって、
　　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差に適用されて低減値Ｅ

cbを生成するハイパスフィルタと、
　　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の分散の関数として加
重係数αを計算する分散モジュールと、
　　前記モスキートノイズ低減値ｕを定義するために、下記の関係に従って、前記低減値
Ｅcbおよび前記局所平均値ＥDCの加重和を計算する合計モジュールと、を含むモスキート
ノイズ低減モジュールと、
　　　　ｕ＝αＥcb＋（１－α）ＥDC

　前記モスキートノイズ低減値ｕと前記局所平均値ＥDCとの差の非線形関数Ψ（ｕ）を生
成する非線形処理モジュールと、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差のダイナミックレンジ測
度の関数としてアーチファクト減衰係数λを計算する平滑減衰モジュールと、
　前記非線形関数Ψ（ｕ）に前記局所平均値ＥDCを加算し、前記アーチファクト減衰係数
λに前記局所平均値ＥDCおよび前記非線形関数Ψ（ｕ）の和を乗算し、前記選択されたピ
クセル値を前記アーチファクト減衰係数λと前記局所平均値ＥDCおよび前記非線形関数Ψ
（ｕ）の和との積に加算する出力モジュールと、を備える装置。
【請求項９】
　請求項８記載の装置であって、
　前記モスキートノイズ低減モジュールは、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウ内の前記ピクセル値差を閾値により制限する制限モ
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ジュールを含む、装置。
【請求項１０】
　コンピュータプログラムであって、
　画像フレームのウィンドウを生成するためにビデオ信号の前記画像フレームを細分化す
る機能であって、前記ウィンドウは複数のピクセル値を含む機能と、
　ピクセル値差の修正ウィンドウを定義するために、前記ピクセル値のうちの選択された
１つを、前記ウィンドウ内の前記ピクセル値から減算する機能と、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の局所平均値ＥDCを計算
する機能と、
　前記ピクセル値差に基づいてモスキートノイズ低減値ｕを計算する機能であって、
　　低減値Ｅcbを生成するためにハイパスフィルタを前記ピクセル値差の修正ウィンドウ
に適用する機能と、
　　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差の分散の関数として加
重係数αを計算する機能と、
　　前記モスキートノイズ低減値ｕを定義するために、下記の関係に従って、前記加重係
数αとの乗算後の前記低減値Ｅcbおよび前記局所平均値ＥDCの加重和を計算する機能と、
を含む機能と、
　　　　ｕ＝αＥcb＋（１－α）ＥDC

　前記モスキートノイズ低減値ｕと前記局所平均値ＥDCとの差の非線形関数Ψ（ｕ）を生
成する機能と、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差のダイナミックレンジ測
度の関数としてアーチファクト減衰係数λを計算する機能と、
　前記非線形関数Ψ（ｕ）に前記局所平均値ＥDCを加算する機能と、
　前記アーチファクト減衰係数λに前記局所平均値ＥDCおよび前記非線形関数Ψ（ｕ）の
和を乗算する機能と、
　前記選択されたピクセル値を前記アーチファクト減衰係数λと前記局所平均値ＥDCおよ
び前記非線形関数Ψ（ｕ）の和との積に加算する機能と、をコンピュータに実現させるコ
ンピュータプログラム。
【請求項１１】
　請求項１０記載のコンピュータプログラムであって、更に、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウ内の前記ピクセル値差を閾値により制限する機能を
コンピュータに実現させる、コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項１０記載のコンピュータプログラムであって、
　前記局所平均値ＥDCを計算する機能は、
　前記ピクセル値差の修正ウィンドウにおける前記ピクセル値差に２Ｄローパスフィルタ
を適用する機能を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１３】
　請求項１０記載のコンピュータプログラムであって、
　前記選択ピクセル値は、前記ウィンドウの中心ピクセルである、コンピュータプログラ
ム。
【請求項１４】
　請求項１０記載のコンピュータプログラムであって、
　前記ウィンドウは、ピクセルのｎ×ｎウィンドウである、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４記載のコンピュータプログラムであって、
　ｎは、小さな奇数である、コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　請求項１５記載のコンピュータプログラムであって、
　ｎ＝３である、コンピュータプログラム。
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